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こ
の
図
録
は
、財
団
法
人
鍋
島
報
效
会
が
主
催
し
、平
成
二
十
三
年
五
月
三
十

日（
月
）か
ら
七
月
三
十
日（
土
）ま
で
徴
古
館
に
お
い
て
開
催
す
る「
佐
賀
城
築

城
四
〇
〇
年
記
念　

鍋
島
直
茂
・
勝
茂
の
時
代
」展
の
解
説
付
き
総
目
録
で
あ

る
。

資
料
の
順
序
は
各
テ
ー
マ
に
従
っ
て
配
列
し
、陳
列
の
順
序
と
は
必
ず
し
も
一

致
し
な
い
。

資
料
解
説
の
表
記
は
、出
品
番
号
、名
称
、員
数
、時
代
・
年
代
、指
定
名
称
、作
者

（
銘
）・
所
用
者
、法
量（
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）、品
質
・
形
状
、所
蔵
者
、解

説
の
順
に
記
し
た
。

財
団
法
人
鍋
島
報
效
会
が
所
蔵
し
佐
賀
県
立
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
鍋

島
文
庫
資
料
に
つ
い
て
は
、所
蔵
者
欄
に
そ
の
旨
と
請
求
記
号
を
付
し
た
。

編
集
・
執
筆
は
財
団
法
人
鍋
島
報
效
会（
主
任
学
芸
員 

藤
口
悦
子
、学
芸
員 

富

田
紘
次
、嘱
託 

宮
原
香
苗
）が
行
っ
た
。

図
版
の
写
真
撮
影
は
、久
我
秀
樹（
久
我
写
真
事
務
所
）、株
式
会
社
と
っ
ぺ
ん
、

富
田
紘
次
が
行
っ
た
。
た
だ
し
、№
19
・24
・
31 

は
所
蔵
者
で
あ
る
佐
賀
県
立
図

書
館
よ
り
画
像
の
提
供
を
受
け
た
。

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

目 
次

凡 

例

2
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鍋島直茂・勝茂の時代

１２

龍り
ゅ
う

造ぞ
う

寺じ

隆た
か

信の
ぶ

像ぞ
う

刀
（
長
巻
な
お
し
）　

折
返
銘「
正
平
十
□
肥
州
末
貞
」

江
戸
時
代

竪
一
〇
五
・
〇
㎝　

横
四
二
・
九
㎝

紙
本
著
色　

掛
幅
装

財
団
法
人
鍋
島
報
效
会 

所
蔵

正
平
十
年
代
（
一
三
五
五
〜
六
四
年
）

佐
賀
県
指
定
重
要
文
化
財

伝･

龍
造
寺
隆
信 

所
用

長
さ
六
二
・
六
㎝　

反
り
〇
・
四
㎝

財
団
法
人
鍋
島
報
效
会 

所
蔵
（
佐
賀
県
立
博
物
館 

寄
託
）

「
容よ

う

貌ぼ
う

雄ゆ
う

偉い

、眼が
ん

光こ
う

炯け
い

々け
い

」と
評
さ
れ
た
龍
造
寺
隆
信

（
一
五
二
九
〜
八
四
）は
生
涯
戦
い
に
明
け
暮
れ
大
友
氏･

島
津
氏
と
九
州
を
三
分
す
る
ま
で
に
成
長
し
、「
五
州
二

島
の
太
守
」と
う
た
わ
れ
た
。
そ
の
居
城
が
村む

ら

中な
か

城じ
ょ
う

で
、

こ
れ
を
隆
信
の
家
臣
だ
っ
た
鍋
島
直
茂
・
勝
茂
が
慶
長
年

間
に
拡
張
整
備
し
て
築
い
た
の
が
佐
賀
城
で
あ
る
。

幕
末
に
長な

が

巻ま
き（

薙
刀
の
一
種
）を
刀
に
作
り
直
し
て
い
る
。

作
者
の
二
代
末
貞
は
、正
平
年
間（
一
三
四
六
〜
七
〇
）に

塚
崎
庄（
武
雄
）の
領
主
で
あ
る
後
藤
家
の
御
用
鍛
冶
を
つ

と
め
て
い
た
刀
工
。
こ
の
刀
は
肥
前
で
制
作
さ
れ
た
中
世

の
刀
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
、戦
国
時
代
の
肥
前
を
代
表

す
る
武
将
、龍
造
寺
隆
信
の
佩
刀
と
伝
え
ら
れ
る
。「
正
平

十
□
肥
州
末
貞
」の
折
返
銘
が
あ
り
、鞘
に
は「
紀
伊
菊
池

孫
左
衛
門
所
持
／
正
平
十
四
年
肥
州
末
貞
」の
金
泥
銘
が

あ
る
。

一
幅一

口



9

鍋島直茂・勝茂の時代鍋

１０

青せ
い

漆し
つ

塗ぬ
り

萌も
え

黄ぎ

威お
ど
し

二に

枚ま
い

胴ど
う

具ぐ

足そ
く

江
戸
時
代
前
期

佐
賀
県
指
定
重
要
文
化
財

初
代
藩
主 

鍋
島
勝
茂
所
用

胴
高 

四
五
・
〇
㎝

財
団
法
人
鍋
島
報
效
会 

所
蔵

佐
賀
藩
歴
代
藩
主
着
用
の
も
の
と
し
て
、完
形
で
現
存
す
る
唯
一
の

具
足
。初
代
藩
主
・
勝
茂
が
寛
永
十
四
〜
十
五
年（
一
六
三
七
〜
三
八
）

の
天
草･

島
原
の
乱
で
着
用
し
た
こ
と
が
胴
裏
面
の「
鎧よ

ろ
い

記き

」か
ら
分

か
る
。同
乱
で
は
各
武
将
が
奇
抜
な
意
匠
の
具
足
を
用
い
た
。本
品
は

地
味
だ
が
実
戦
向
き
で
、威お

ど
し

糸い
と

の
萌も

え

黄ぎ

色
と
、青
緑
の
顔
料
を
混
ぜ
た

漆
の
色
が
調
和
し
藩
主
着
用
に
ふ
さ
わ
し
い
風
格
を
も
つ
。

胴
裏
の「
鎧
記
」を
寛
永
十
九
年（
一
六
四
二
）に
記
し
た
の
は
、勝
茂

末
男
の
直な

お

長な
が（

一
六
二
八
〜
九
三
）で
あ
る
。
そ
の
文
末
は
、「
予
、末

子
た
る
と
雖
も
、幸
い
に
之
を
伝
え
家
宝
と
為
す
。武
運
の
重
器
、何

物
之
に
し
か
ん
や
。」と
、末
子
で
あ
り
な
が
ら
譲
り
受
け
た
感
激

で
結
ば
れ
て
お
り
、本
品
を「
家
宝
」と
捉
え
て
い
る
。直
長
は
明
暦

元
年（
一
六
五
五
）に
神く

ま

代し
ろ

常
利
を
継
い
だ
が
、具
足
は
直
長
の
男

で
村
田
鍋
島
家
の
祖
で
あ
る
茂し

げ

真ざ
ね（

一
六
六
九
〜
一
七
一
五
）へ
譲

ら
れ
、そ
の
後
も
同
家
に
伝
来
し
た
。江
戸
後
期
に
同
家
六
代
の
茂

生（
一
八
二
一
〜
五
四
）が
記
し
た「
我
家
所
蔵
鎧
」に
よ
れ
ば
、天
保

一
領

十
四
年（
一
八
四
三
）に
十
代
藩
主
鍋

島
直
正
が
こ
れ
を
実
見
し
、「
我
の
蔵

す
る
所
と
相
儔ち

ゅ
う

匹ひ
つ

す
。彼
の
家
も
亦ま

た

、

こ
の
名
器
を
蔵
す
る
か
な
。」と
評
し

て
い
る
。明
治
七
年（
一
八
七
四
）佐

賀
の
乱
で
歴
代
藩
主
の
具
足
は
他
の

御
道
具
類
と
と
も
に
羅
災
し
た
が
、

本
品
は
近
代
に
入
り
同
家
七
代
の
茂

彬
か
ら
鍋
島
本
家
に
献
上
さ
れ
、平

成
二
十
二
年
佐
賀
県
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
。

鎧 記  鍋島直長が胴裏に金字で記した

勝
茂

高
源
院

お   

岩

元
茂

小
城
鍋
島
家
の
祖

嫡 

男

側 

室
正 

室

直
澄

蓮
池
鍋
島
家
の
祖

初
代
藩
主

直
弘

白
石
鍋
島
家
の
祖

直
朝

直
長
茂
真

鹿
島
鍋
島
家
の
祖

神
代
鍋
島
家

村
田
鍋
島
家
の
祖

忠
直

青漆塗萌黄威二枚胴具足　伝来略系図
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佐賀城の築城と城下町の建設

コラム

幻
の
大
佐
賀
城
構
想

大
佐
賀
城
構
想　
―
残
さ
れ
た
江
戸
初
期
の
二
つ
の
絵
図

都
市
計
画
図
の
要
素
を
も
つ
№
16「
慶
長
御
積
絵
図
」（
前
ペ
ー
ジ
）

で
鍋
島
直
茂･

勝
茂
父
子
が
描
い
た
当
初
の
大
佐
賀
城
建
設
構
想

は
完
成
を
見
な
か
っ
た
。未
完
成
の
ま
ま
終
わ
っ
た
防
衛
上
の
主
な

構
築
物
と
し
て
、次
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
石
垣
…
本
丸
・
二
の
丸
の
全
て
を
石
垣
で
囲
み
、三
の
丸
・
西
の
丸

　

の
一
部
に
も
石
垣
を
築
き
廻
す
。

②
多
層
櫓
…
北
東
隅
・
西
北
隅
・
南
西
隅
な
ど
城
内
の
隅
部
を
中
心

　

に
、計
五
棟
の
多
層
櫓
を
建
て
る
。

③
門
の
枡ま

す

形が
た

…
敵
の
直
進
侵
入
を
防
ぐ
枡
形
を
、城
内
へ
通
じ
る
四

　

つ
の
門
に
設
け
る
。

で
は
こ
れ
ら
の
う
ち
、実
際
に
は
ど
の
程
度
ま
で
完
成
し
た
の
だ
ろ

う
か
。
そ
の
達
成
度
を
確
認
す
る
た
め
、寛
永
三
年（
一
六
二
六
）に

製
作
さ
れ
た
№
27「
寛
永
御
城
并
小
路
町
図
」と
比
較
し
た
の
が
下

の
図
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
実
態
と
し
て
は
、石
垣
の
構
築
は
わ
ず
か

本
丸
の
一
部
に
と
ど
ま
り
、そ
れ
以
外
の
部
分
は
高
さ
二
間
〜
二
間

半
ほ
ど
の
土
手
か
植
栽
で
済
ま
さ
れ
て
お
り
、多
層
櫓
は
三
の
丸

の
隅
に
一
棟
の
み
で
、門
の
枡
形
も
西
門
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら

寛
永
御
城
并
小
路
町
図
で
確
認
で
き
な
い
構
築
物
は
、正
保
四
年

（
一
六
四
七
）に
藩
主
鍋
島
勝
茂
が
幕
府
に
対
し
佐
賀
城
と
城
下
の

構
造
に
つ
い
て
具
体
的
に
間け

ん

尺じ
ゃ
く

数す
う

を
報
告
し
た
№
28「
肥
前
国
佐
賀

城
覚
書
」に
照
ら
し
て
も
認
め
ら
れ
ず
、以
後
の
城
下
絵
図
に
も
見

え
な
い
。
さ
ら
に
は
、慶
長
御
積
絵
図
で
は
土
手
と
し
て
表
現
さ
れ

て
い
る
が
、№
25「
元
茂
公
御
年
譜
」に
は「
西
ノ
丸
御
櫓
の
南
一
通

り
も
石
垣
有
之
筈
ニ
而
石
な
と
被
相
集
候
処
、是
も
其
儘
ニ
而
被
差

置
候
也
。」と
あ
り
、唯
一
竣
工
し
た
多
層
櫓
で
あ
る
西
の
丸
三
階
櫓

の
南
側
に
も
石
垣
構
築
の
予
定
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

構
想
断
念　
―
幕
藩
体
制
の
中
で

「
佐
賀
城
築
城
四
〇
〇
年
」を
記
念
し
た
本
展
で
は
、慶
長
十
六
年

（
一
六
一
一
）に
藩
主
勝
茂
が
本
丸
御
殿
に
入
城
し
た
時
点
を
佐
賀

城
の
完
成
と
捉
え
て
い
る（
№
23「
勝
茂
公
御
年
譜
」参
照
）。
た
だ

そ
の
時
点
で
は
未
完
成
部
分
も
多
く
、入
城
前
月
の
も
の
と
思
わ
れ

る
、鍋
島
生し

ょ
う

三さ
ん

宛
て
の
書
状
で
勝
茂
は
、「
本
丸
へ
、来
月
十
日
比
う

つ
り
可
申
候
間
、三
四
郎
右
と
談
合
候
て
可
被
申
付
候
、出
来
不
申

候
所
ハ
、う
つ
り
候
て
よ
り
そ
ろ
そ
ろ
と
可
申
付
候
」（
坊
所
鍋
島
家

文
書
・
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
／
『
佐
賀
県
史
料
集
成　

十
一
』第

三
一
一
号
）と
、未
完
成
部
分
は
入
城
後
に
徐
々
に
造
営
を
継
続
し

て
い
く
旨
の
方
針
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
相
続
く
公
儀
普
請
の

た
め
財
政
難
が
続
き
、佐
賀
城
の
普
請
は
捗は

か
ど

ら
な
か
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、慶
長
二
十
年（
一
六
一
五
）、大
坂

夏
の
陣
で
豊
臣
氏
を
滅
ぼ
し
た
徳
川
家
康
は
、同
年
に
武
家
諸
法
度

を
発
布
し
て
城
郭
の
新
規
造
営
を
禁
止
し
た
。幕
藩
体
制
の
中
で
佐

賀
鍋
島
藩
の
立
場
を
確
保
す
る
た
め
、こ
れ
を
受
け
た
藩
主
鍋
島
勝

茂
は
、当
初
の
築
城
構
想
を
断
念
す
る
決
断
を
下
し
た
。

「
四
十
間
堀
」　
―
佐
賀
城
自
慢
の
広
大
な
堀

そ
の
結
果
、両
図
を
見
比
べ
れ
ば
一
目
瞭
然
の
と
お
り
、ほ
ぼ
当
初

の
構
想
通
り
に
完
成
し
た
の
は
、城
堀
だ
け
と
な
っ
た
。慶
長
十
三

年（
一
六
〇
八
）に
始
ま
っ
た
佐
賀
城
総
普
請
の
段
階
で
筑
前（
福
岡

藩
）の
加
勢
も
受
け
な
が
ら
掘
り
上
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

当
時「
四よ

ん

十じ
ゅ
っ

間け
ん

堀ぼ
り

」と
通
称
さ
れ
、№
24「
寛
永
御
城
并
小
路
町
図
」に

は「
ひ
ろ
き
所
ハ
五
十
間
」と
見
え
る
ほ
ど
広
大
な
堀
幅
を
誇
っ
た
。

現
在
、我
わ
れ
に
と
っ
て
佐
賀
城
の
自
慢
は
、よ
そ
の
城
郭
の
よ
う

な
高た

か

石い
し

垣が
き

や
高
層
櫓
群
で
は
な
く
広
大
な
お
濠
だ
が
、そ
こ
に
は
、

こ
う
し
た
四
〇
〇
年
前
の
経
済
的
事
情
や
藩
主
の
政
治
的
判
断
が

絡
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

№２７寛永御城并小路町図　寛永３年（１６２６） №１６    慶長御積絵図　慶長年間（１６１５年以前）

門の枡形

多層櫓
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佐賀城の築城と城下町の建設

17

勝か
つ

茂し
げ

公こ
う

譜ふ

考こ
う

補ほ  

巻
九

一
冊

天
保
十
四
年（
一
八
四
三
）

竪
二
六
・
四
㎝　

横
一
八
・
六
㎝

紙
本
墨
書　

冊
子
装

鍋
島
文
庫
一
一
三
‐
六
二

慶
長
十
三
年（
一
六
〇 

八
）、「
今
年
、佐
嘉
御
城

惣
御
普
請
有
リ
、
…（
中

略
）
…
此
時
、惣
御
家
中

屋
敷
・
町
小
路
立
」と
の

記
事
中
で
、「
蛎か

き

久ひ
さ

満
性

院
由
緒
」な
ど
を
引
用
し

な
が
ら
こ
れ
に
先
立
つ

城
下
建
設
に
つ
い
て
言

及
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、天
正

十
九
年（
一
五
九
一
）に

蛎
久（
現･

佐
賀
市
鍋
島

町
蛎
久
）か
ら
佐
賀
城
下

へ
寺
社
や
町
人
地
が
引

移
さ
れ
た
。天
満
宮･

天て
ん

徳と
く

寺じ

と
六
座
町
、伊
勢
大

神
宮
と
伊
勢
屋
町
、真し

ん

覚が
く

寺じ

と
中
町
な
ど
、寺
社
と

町
が
セ
ッ
ト
で
佐
賀
へ

移
さ
れ
、こ
の
ほ
か
岸
川

町
や
長
瀬
町
も
元
は
蛎

久
の
地
名
で
あ
る
と
い

う
。要
す
る
に
天
正
の
寺

社
・
町
人
地
移
し
は
城
下

の
西
部
に
重
点
が
置
か

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
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コラム

直
茂
の
軍
法

宗
智
寺
建
立

　

―
「
多
布
施
よ
り
内
へ
敵
を
入
立
不
申
候
は
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

佐
嘉
は
持
ち
堪
え
申
す
べ
し
」

元
和
四
年（
一
六
一
八
）に
逝
去
し
た
鍋
島
直
茂（
日に
っ

峯ぽ
う

様さ
ま

）の
菩
提
を

弔
う
た
め
、子
の
勝
茂
は
多た

布ふ

施せ

に
日に
っ

峯ぽ
う

山さ
ん

宗そ
う

智ち

寺じ

を
建
立
し
た
が
、

直
茂
は
生
前
、自
分
の
寺
地
に
つ
い
て
こ
う
語
っ
て
い
た（
№
20「
元

茂
公
御
年
譜
」）。

　

―
―
も
し
乱
世
に
な
り
佐
賀
が
攻
め
入
ら
れ
た
際
は
、北
山
筋
の

　

攻
防
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。城
下
の
北
に
位
置
す
る
多
布
施
の
地

　

に
自
分
の
遺
骸
が
納
ま
れ
ば
、佐
賀
勢
は
決
し
て
自
分
の
墓
を
敵

　

の
馬
の
蹄ひ

づ
め

に
は
踏
ま
せ
ま
い
と
覚
悟
し
て
戦
う
だ
ろ
う
。

ま
た
直
茂
は
、有
事
の
際
に
は
多
布
施
よ
り
内
側
に
敵
を
入
れ
さ
え

し
な
け
れ
ば
佐
賀
城
下
は
持
ち
堪
え
る
。例
え
ば
敵
が
川
上
筋
か
ら

南
下
し
て
佐
賀
へ
押
し
寄
せ
た
場
合
は
、中
折
口
か
ら
多
布
施
土
井

筋
を
通
っ
て
敵
の
背
後
に
廻
る
べ
し
と
語
っ
て
い
た
と
い
う
。

佐
賀
城
下
の
防
衛
構
造　
―
北
へ
の
備
え

佐
賀
城
下
の
防
衛
構
造
を
№
27「
寛
永
御
城
并
小
路
町
図
」を
も
と
に

見
て
み
る
と（
下
図
参
照
）、ま
ず
唯
一
、目
立
っ
た
防
衛
対
策
が
打
た

れ
て
い
な
い
の
が
南
側
で
あ
る
。絵
図
に
は「
城
ヨ
リ
南
海
辺
迄
一

里
」と
あ
り
、有
明
海
が
現
在
よ
り
も
遥
か
に
佐
賀
城
に
近
か
っ
た
た

め
、干
潟
で
敵
の
侵
入
は
難
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。次
い
で
東
側
と

西
側
は
ほ
ぼ
左
右
対
称
の
構
造
を
も
っ
て
い
る
。最
外
面
に
は
江（
自

然
河
川
）が
流
れ
、村
落
と
田
、堀
と
土
手
、町
人
地
を
経
て
、武
家
地
、

城
堀
、佐
賀
城
へ
と
至
る
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
型
の
構
造
で
あ
る
。本
丸
か

ら
の
距
離
も
、東
の
高
尾
橋
ま
で
が
一
七
二
四
間
、西
の
扇
町
橋
ま
で

て
お
り
、実
際
に
直
茂
の
軍
法
に
適
う
備
え
と
い
え
よ
う
。堀
の
普
請

が
行
わ
れ
た
の
は
慶
長
十
二
年（
一
六
〇
七
）の
こ
と
で
、同
年
に
は
多

布
施
高
岸
村
に
出
城
を
築
い
て
い
る
が
、こ
の
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る

書
状（
№
19
）で
直
茂
は
、普
請
が「
事こ

と

々ご
と

敷し
く

候
ハ
ぬ
や
う
に
」と
極
め
て

慎
重
に
人
目
を
気
に
し
な
が
ら
も
、比
較
的
目
立
ち
に
く
い
と
い
う
理

由
で「
瀧

（
高
岸
の
出
城
の
こ
と
ヵ
）

岸
之
新
城
つ
い
ち
、八
戸
・
白
山
あ
た
り
」の
普
請
、す
な
わ
ち

十
間
堀
の
工
事
を
進
め
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。複
雑
な
政
治
情
勢
に

細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
も
、北
を
最
重
視
し
た
軍
法
の
実
現
に
向

け
直
茂
は
動
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
出
城
も
元
和
元
年（
一
六
一
五
）、龍
造
寺
高
房
の
霊
を
鎮

め
る
た
め
の
天て

ん

祐ゆ
う

寺じ

建
立
に
あ
た
り
西
半
分
を
寺
地
と
し
、東
半
分
を

出
城
番
の
犬
塚
家
に
与
え
た
た
め
基
本
的
に
出
城
と
し
て
の
機
能
は

失
わ
れ
る
。一
般
的
に
は
十
間
堀
の
北
に
飛
び
出
て
位
置
す
る
東
の
清せ

い

心し
ん

院い
ん

と
西
の
天
祐
寺
が
有
事
の
際
の
出
城
と
言
わ
れ
て
お
り
、江
戸
中

期
の
城
下
絵
図
や
屋
敷
帳
に
も
櫓や

ぐ
ら

台だ
い

と
い
う
施
設
が
確
認
で
き
る
が
、

「
清
心
院
由
緒
」や「
天
祐
寺
由
緒
」を
見
る
限
り
出
城
の
記
述
は
見
出

せ
な
い
。江
戸
中
期
に
は
、福
岡
藩
と
の
間
で
背
振
山
を
め
ぐ
る
国
境

論
争
が
お
き
た
。
も
し
武
力
衝
突
に
及
べ
ば
敵
勢
の
一
部
は
三
瀬
を

越
え
北
か
ら
侵
攻
し
て
く
る
。
そ
ん
な
状
況
下
で
直
茂
の「
御
賢
察
」

が
話
題
に
な
っ
た
と
№
20「
元
茂
公
御
年
譜
」は
語
っ
て
い
る
。

―
「
元
禄
の
頃
、背
振
山
を
筑
前
と
争
論
の
節
、万
一
及
騒
乱
候
ハ
ヽ
、

　

日
峯
様
御
賢
察
之
通
成
へ
き
か
と
、諸
人
讃
談
し
奉
り
け
る
也
」

№２７寛永御城并小路町図　寛永３年（１６２６）

が
二
〇
一
四

間
と
ほ
ぼ
同

等
の
距
離
で
あ

る（
№
28「
肥
前
国

佐
賀
城
覚
書
」）。

そ
れ
に
対
し
、本
丸
か
ら
大
手

の
白
山
口
ま
で
八
七
三
間
し
か
な

い
北
側
は
、武
家
地
の
外
側
に
は
外
郭

に
沿
っ
て
町
人
地
を
配
置
し
、防
衛
ラ
イ

ン
と
し
て
の
十じ

ゅ
っ

間け
ん

堀ぼ
り

を
横
一
文
字
に
延
ば
し

17
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27

寛か
ん

永え
い

御お

城し
ろ

并
な
ら
び
に

小こ
う

路じ

町ま
ち

図ず

一
舗

寛
永
三
年（
一
六
二
六
）

竪
一
〇
七
㎝　

横
二
六
一
㎝

紙
本
彩
色
墨
書

財
団
法
人
鍋
島
報
效
会 

所
蔵

都
市
計
画
図
的
要
素
を
も
つ
№
16「
慶
長
御
積
絵
図
」か
ら
十
数
年
後
の
寛

永
三
年（
一
六
二
六
）に
、実
際
の
佐
賀
城
下
と
周
辺
部
を
描
い
た
絵
図
。佐

賀
藩
主
鍋
島
家
に
は
七
期
分
の
城
下
絵
図
が
伝
来
し
た
が
、本
図
だ
け
が
東

の
高
尾
橋
か
ら
西
の
扇
町
橋（
高
橋
）ま
で
東
西
に
長
い
範
囲
を
収
め
て
お

り
、城
下
や
周
辺
部
の
構
造
を
知
る
こ
と
が
で
き
る（
17
ペ
ー
ジ
・
コ
ラ
ム

「
直
茂
の
軍
法
」参
照
）。
ま
た
城
郭
部
で
は
天
守
台
、石
垣
、土
手
、堀
な
ど

の
高
さ
、幅
、長
さ
を
詳
細
に
記
し
て
い
る
。

城内部分トレース図
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35

36

色い
ろ

絵え

瑠る

璃り

地じ

桜お
う

花か

散ち
ら
し

文も
ん

碗わ
ん･

台だ
い

色い
ろ

絵え

流り
ゅ
う

水す
い

文も
ん

碗わ
ん･

台だ
い

江
戸
時
代
前
期
（
一
六
五
〇
年
代
）

佐
賀
県
指
定
重
要
文
化
財

初
代
藩
主
・
鍋
島
勝
茂 

所
用
（
高
伝
寺
返
納
品
）

口
径
一
三
・
〇
㎝ 
高
さ
六
・
八
㎝ 

底
径
四
・
九
㎝　

磁
製

財
団
法
人
鍋
島
報
效
会 

所
蔵

江
戸
時
代
前
期
（
一
六
五
〇
年
代
）

佐
賀
県
指
定
重
要
文
化
財

初
代
藩
主
・
鍋
島
勝
茂 

所
用
（
高
伝
寺
返
納
品
）

口
径
一
三
・
一
㎝ 

高
さ
七
・
五
㎝ 

底
径
四
・
七
㎝　

磁
製

財
団
法
人
鍋
島
報
效
会 

所
蔵

瑠
璃
釉
と
薄
瑠
璃
釉
を

掛
け
分
け
た
片
身
替
り
、

白
抜
き
で
残
し
た
部
分

に
色
絵
金
・
赤
・
緑（
黄
）

で
花
文
を
描
く
。台
の
羽

裏
に
残
る
窯
詰
め
用
の

ハ
リ
支
え
痕
22
個
か
ら

有
田
時
代
の
岩
谷
川
内

藩
窯
と
推
測
さ
れ
、金
彩

の
使
用
開
始
時
期
が
遡

る
こ
と
も
わ
か
る
。高
伝

寺
の『
御
寄
附
物
帳
』（
安

政
二
年
＝
一
八
五
五
）で

「
古
南
京
染
付
御
天
目   

二
」の
ひ
と
つ
。

器
形
や
成
形
の
特
徴
か

ら
№
35
と
同
一
陶
工
の

作
。染
付
の
流
水
に
金
彩

で
水
玉
を
散
ら
し
、流
れ

を
線
で
描
き
、緑
絵
具
で

地
を
塗
り
埋
め
て
い
る
。

窯
詰
め
に
使
っ
た
ハ
リ

支
え
痕
か
ら
有
田
時
代

の
藩
窯
製
と
わ
か
る
。

『
御
寄
附
物
帳
』の「
古
南

京
染
付
御
天
目   

二
」の

ひ
と
つ
。「
古こ

南な
ん

京き
ん

」は
中

国
磁
器
だ
が
、中
国
に
勝

る
優
品
と
誇
ら
し
く
表

記
し
た
の
だ
ろ
う
。

一
組

一
組
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